






























→

→























27

２－３ 歯科医療（救護）対策

（１）災害に備えた準備

＊情報収集及び提供は、地域の歯科医療機関が概ね回復したと認められるまで継続する。

（各関係機関、団体等の関連情報との整合性を図っていく必要がある。）

項 目

行政 ・本庁 →県内の関係機関及び団体へ連絡

各健康福祉事務所等へ連絡

・健康福祉事務所→管内の関係機関及び団体へ連絡

・市町 →各保健所、保健センター等へ連絡(自治

会、学校、施設等)

（緊急時搬送病院や施設リスト、診療所所在地図の整理）

病院 ・災害拠点病院（歯科口腔外科※）、救護病院への連絡

（緊急時施設、搬送病院のリスト作成等）

※災害拠点病院のうち、11病院にあり(H26年３月時点)

① 緊急連絡網の整備

・歯科保健医療関係団体

県歯科医師会 →各郡市区歯科医師会→担当会員

県歯科衛生士会→各支部長→会員

県技工士会 →各支部長→会員

② 緊急時連絡先の確

認

・情報伝達の窓口、担当者の整理

各関係機関及び団体の緊急対応部署(担当者)の名簿の整理や

夜間、休日も含めた電話(携帯)、ＦＡＸ、メーリングリスト等

の作成と掲示

③ 歯科医療(救護)班

の体制整備

・被災状況の把握と状況に応じた、歯科医療(救護)班編成表の作成

・緊急、応急歯科診療に必要な訪問診療セット（ポータブルユニッ

ト及びポータブルチェアー）等、機器・薬剤の備蓄と調達手段の

整理

・歯科医療(救護)班のマニュアル作成（緊急時の応急処置）

・歯科医療(救護)班派遣準備（研修の機会や共済制度整備）

・県内外への人的支援（ボランティア派遣等）依頼ルート

（２）歯科医療(救護)班の活動支援

項 目

① 被災状況の把握と

情報整理

・歯科医療(救護)に関する情報の確認、救護班派遣の依頼の検討

・地域で診療可能な歯科医療機関の情報整理

・救護班の編成（活動する歯科医師、歯科衛生士等の確保）

・活動場所の協議（避難所・福祉避難所・施設等）




